


　おおいた地域連携プラットフォームは、大分県内の産業界、高等教育機関、地方公共団体等

の各事業協働機関が協働及び連携し、恒常的な議論の場を設置するとともに、それぞれの特

色と強みを活かし地域ニーズを踏まえた高度人材育成や地域活性化のための事業等にオー

ル大分で取り組んでいます。少子高齢化・人口減少の中で若者の定着や地域における課題解

決、イノベーションの創出を通じて地方創生につなげることを目指し活動を行っています。

　この「2023年度地域の課題解決事業成果報告書」には、「大分県と県内高等教育機関の連

携による地域課題解決事業」が3件、そして「実践型地域課題解決事業」が14件掲載されてい

ます。

　多様な地域課題に対応するため、「地（知）の拠点」としての大学等（大学、短大、高専）が持

つ研究開発機能やシンクタンク機能を活用して、「大分県と県内高等教育機関の連携による

地域課題解決事業」による取組みを県内３つの高等教育機関において実施しました。

　また、地域活性化をテーマとした、教員の指導のもと学生が主体的に取り組む「実践型地域

課題解決事業」による取組みを県内5つの高等教育機関において、250名を超える学生が参

加し、県内の様々な地域に出向き，地域の実情を知るとともに，課題解決に向けての提案や

行動を実施しました。地域の課題に学生が企画・実践する活動を行うことで、「おおいた」に対

する興味関心を持ち、郷土を愛する気持ちが醸成され、学生が地域の中で解決行動ができる

人材として育っていくことが期待されます。本事業により学生と地域との交流が課題解決へ

の一歩となることを願います。

　本プラットフォームは掲載の2事業の他に市町村に対象を広げた地域課題解決事業や地元

民間企業等からの委託事業、リケジョプログラム、県内就職促進のための「おおいた共創士」

認証、地域連携若者育成事業、地域人材創出インターンシップなど意欲的に活動活性化し、実

績を挙げています。さらに今年度、文部科学省より「地域ニーズに応える産学官連携を通じた

リカレント教育プラットフォーム構築支援事業」へ、採択された全国12機関の内の1つとして

選ばれ、取り組みを広げてきました。

　本事業の実施にあたり、ご協力、ご支援いただいた地域の皆様、関係者の皆様に心より御

礼申し上げるとともに、引き続きのご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ご あ い さ つ

おおいた地域連携プラットフォーム
　事業推進本部　本部長
大分大学
　理事、地域連携プラットフォーム推進機構長

廣 瀬  祐 宏

おおいた地域連携プラットフォームは、

産学官が協働（オール大分）で

大分県の人的資産（地域資産）の最大化と有効活用を図ります。
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2023年度 実施事業一覧

大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業
大分県との連携により、「地（知）の拠点」としての大学等（大学、短大、高専）が持つ研究開発機能やシンクタンク機能を活用し、
教育や産業振興、医療・福祉の充実、地域活性化など多様な地域課題に対応する事業

実践型地域課題解決事業
大学等の教員が企画し、学生と共に地域に直接出向き、地域課題等の解決を図る事業活動を通じて学生が地域課題に気づく
こと、課題解決を図ることで地域に貢献すること、学生との交流を通じて地域が活性化すること、また、学生の地域への愛着を
深めることをねらいとしています。

立命館アジア
太平洋大学

大分県立芸術
文化短期大学

大分工業高等
専門学校

No.

1

2

3

大 学 名 代　表　者 事　業　名 実施地域 頁

No. 大 学 名 代　表　者 事　業　名 実施地域 頁

No. 大 学 名 代　表　者 事　業　名 実施地域 頁

サステイナビリティ観光学部

教　授　須藤　智徳

美術科
教　授　鈴木　慎一

情報コミュニケーション学科
准教授　野田　佳邦

電気電子工学科

准教授　上野　崇寿

学術的視点による臼杵市の食文化持続可能性の評価と
観光資源としての活用可能性調査

デジタルアート普及実証事業 大分県

大分県

臼杵市

5

6

4

電気パルスによる消毒作用効果の果皮消毒への応用

大分大学4
理工学部

教　授　古家　賢一
由布市
宇佐市

7大分観光バーチャル体験プロジェクト2023

大分大学5
教育学部

教　授　市原　靖士
大分市 8理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト

日本文理大学6
経営経済学部

教　授　山内　勝義
佐伯市

（主として蒲江地区）
9

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル
模索プロジェクト
～ 学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践 ～

日本文理大学7
工学部

助　教　福田　　健

竹田市
(城下町地区および

玉来地区)

10
プロジェクションマッピングを用いた空き家情報共有
ツールの制作

日本文理大学8
工学部

准教授　江越　　充
杵築市

（城下町エリア）
11杵築城下町 夜間景観向上ワークショップ

日本文理大学9
工学部

教　授　稲川　直裕
玖珠町 12

玖珠町デスティネーションキャンペーンに向けた
地域イベントへの展示協力

日本文理大学10
工学部

教　授　小島　康史
津久見市 13

福祉活動促進のための福祉映像祭及び交流会実施
プロジェクト

別府大学11
食物栄養科学部

教　授　陶山　明子
中津市 14規格外果実利用促進のための果実酢の機能性の検討

別府大学12
国際経営学部

講　師　小野　貴史
15

Z世代向けのタイパ計画アプリを活用した地域活性化
観光プロジェクト
～「ターミナル」を拠点とした福岡・大分DCや大阪・関西万博に向けて～

別府大学13
食物栄養科学部

講　師　大坪　史人
竹田市、
九重町等 16エシカル消費の普及による地産地消型消費モデルの構築

別府大学14
食物栄養科学部

講　師　大坪　史人
別府市 17海上交通の維持に向けた観光視点の魅力発信

立命館アジア
太平洋大学

15
サステイナビリティ観光学部

教　授　須藤　智徳

別府市
(亀川商店街) 18亀川商店街再活性化計画策定事業（III）

別府溝部学園
短期大学

16
食物栄養学科

教　授　牧　　昌生
国東市 19

オリーブオイル生産過程での搾油粕及び不良果実の
有効活用

別府溝部学園
短期大学

17
食物栄養学科

教　授　望月 美左子
豊後大野市 20

大分県特産カボスのSDGsを考える　
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～

大分県内
（大分市佐賀関、
西大分、別府、国東、
日田、臼杵、由布を

予定）
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2023年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

学術的視点による臼杵市の食文化持続可能性の評価と
観光資源としての活用可能性調査
立命館アジア太平洋大学／サステイナビリティ観光学部　教授　須藤　智徳
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2023年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業

デジタルアート普及実証事業
大分県立芸術文化短期大学／美術科　教授　鈴木　慎一　　情報コミュニケーション学科　准教授　野田　佳邦

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業

電気パルスによる消毒作用効果の果皮消毒への応用
大分工業高等専門学校／電気電子工学科　准教授　上野　崇寿

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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No.4

2023年度実践型地域課題解決事業

大分観光バーチャル体験プロジェクト2023
大分大学／理工学部　教授　古家　賢一

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業

電気パルスによる消毒作用効果の果皮消毒への応用
大分工業高等専門学校／電気電子工学科　准教授　上野　崇寿

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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おおいた地域連携プラットフォーム 令和５年度 実践型地域活動事業 

理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト 
　　　　本プロジェクトでの成果 
・大学生が独自に考え企画したワークショップを開催することができた。 

・参加者のほぼ全員がワークショップの内容について興味関心が強くなった
との回答があった。 

・同様に今後もこのようなワークショップがあれば積極的に参加してみたい
との回答がほとんどであった。 

・女子児童・女子生徒の参加が多く題材設定を適切に行うことにより男子児
童・男子生徒への参加偏りがなくなった。 

＜本事業の目的＞ 
　理数系人材、理数系大学生の進学者が減少傾向にある。特に、理数系女子が極端に少ないことは喫緊の課題である。こ
のことを解消するため中学生女子に対して理数系（STEM/STEAM）について興味関心が持てるワークショップの開発を大
学生と高校生との協働事業として行い、同時にワークショップの指導者として実践をする。  

＜課題を抱える対象者＞  

中学校女子生徒　小学校女子児童　教員を目指す大学生 
＜活動＞ 

　§9月10日　 参加大学生ミーティング　趣旨説明等 

　§10月5日　 参加大学生STEM勉強会 

　§11月5日　 大学祭　大学解放事業「宇宙エレベーター」参加 

　§11月19日　関崎海星館ワークショップ補助参加 

　§12月9日　 公開講座「女性の理系進路選択支援 

　　　　　　　　　　ものづくり・研究体験　ワークショップ」補助参加 
　§12月13日　小学校プログラミング講義　グループワーク 

　§   2月  5日　由布市立狭間小学校　6年生　　　　ワークショップ 

　§   2月  7日　大分県立豊府中学校　女子中学生　  ワークショップ 

 ワークショップの内容（学生の構成した内容） 

ボール型ロボット（スフィロ）を題材として、ドライブモードで自由自在にロボットを動かしてみる。その際、AIMを合わ
せることの重要性を伝える。次に、ドローモードで指でなぞった通りにロボットを動かしてみる。ドローモードの動きを
JavaScriptコードで書き出しをして、コードの一部の書き換えを行いロボットの動きにどのような変化が起きるかを試行錯
誤しながら試してみる。また、ロボットに搭載されているLEDについてもJavaScriptコードを用いてコントロールしてみ
る。最後にプログラミングモードでブロック型のものをつかい順次、繰り返し、分岐などの基本的なことを学ぶ。 

本プロジェクトの参加大学生の感想 

・参加した大学生からはワークショップの内容や構成を
考えることはとても楽しかったとの感想が多くみられた 

・ワークショップを運営し子どもたちとの触れ合いが勉
強になった 

・アイディアを具現化することはなかなか難しかったが
やりがいがあった 

・やりたい事とできる事の選別が必要 
・金銭面、時間、場所など多くの制約がありそれが今後
の課題 

・来年も同様の取り組みがあればぜひ参加してみたい 

No.5

2023年度実践型地域課題解決事業

理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト
大分大学／教育学部　教授　市原　靖士

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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No.6

2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロジェクト
～ 学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践 ～
日本文理大学／経営経済学部　教授　山内　勝義

.

(

.
3

4 2 2 17

( )

.

× ×

.
10

11

12 1

1 27

おおいた地域連携プラットフォーム 令和５年度 実践型地域活動事業 

理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト 
　　　　本プロジェクトでの成果 
・大学生が独自に考え企画したワークショップを開催することができた。 

・参加者のほぼ全員がワークショップの内容について興味関心が強くなった
との回答があった。 

・同様に今後もこのようなワークショップがあれば積極的に参加してみたい
との回答がほとんどであった。 

・女子児童・女子生徒の参加が多く題材設定を適切に行うことにより男子児
童・男子生徒への参加偏りがなくなった。 

＜本事業の目的＞ 
　理数系人材、理数系大学生の進学者が減少傾向にある。特に、理数系女子が極端に少ないことは喫緊の課題である。こ
のことを解消するため中学生女子に対して理数系（STEM/STEAM）について興味関心が持てるワークショップの開発を大
学生と高校生との協働事業として行い、同時にワークショップの指導者として実践をする。  

＜課題を抱える対象者＞  

中学校女子生徒　小学校女子児童　教員を目指す大学生 
＜活動＞ 

　§9月10日　 参加大学生ミーティング　趣旨説明等 

　§10月5日　 参加大学生STEM勉強会 

　§11月5日　 大学祭　大学解放事業「宇宙エレベーター」参加 

　§11月19日　関崎海星館ワークショップ補助参加 

　§12月9日　 公開講座「女性の理系進路選択支援 

　　　　　　　　　　ものづくり・研究体験　ワークショップ」補助参加 
　§12月13日　小学校プログラミング講義　グループワーク 

　§   2月  5日　由布市立狭間小学校　6年生　　　　ワークショップ 

　§   2月  7日　大分県立豊府中学校　女子中学生　  ワークショップ 

 ワークショップの内容（学生の構成した内容） 

ボール型ロボット（スフィロ）を題材として、ドライブモードで自由自在にロボットを動かしてみる。その際、AIMを合わ
せることの重要性を伝える。次に、ドローモードで指でなぞった通りにロボットを動かしてみる。ドローモードの動きを
JavaScriptコードで書き出しをして、コードの一部の書き換えを行いロボットの動きにどのような変化が起きるかを試行錯
誤しながら試してみる。また、ロボットに搭載されているLEDについてもJavaScriptコードを用いてコントロールしてみ
る。最後にプログラミングモードでブロック型のものをつかい順次、繰り返し、分岐などの基本的なことを学ぶ。 

本プロジェクトの参加大学生の感想 

・参加した大学生からはワークショップの内容や構成を
考えることはとても楽しかったとの感想が多くみられた 

・ワークショップを運営し子どもたちとの触れ合いが勉
強になった 

・アイディアを具現化することはなかなか難しかったが
やりがいがあった 

・やりたい事とできる事の選別が必要 
・金銭面、時間、場所など多くの制約がありそれが今後
の課題 

・来年も同様の取り組みがあればぜひ参加してみたい 

No.5

2023年度実践型地域課題解決事業

理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト
大分大学／教育学部　教授　市原　靖士

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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プロジェクションマッピングを用いた空き家情報共有ツールの制作

  背景
　現在、竹田市の人口はおよそ 2 万人ですが、2045 年には半数近くまで
減少すると予測されており、今後空き家が増加すると考えられます。2013
年に竹田市が実施した調査では、市内の空き家総数は 442 戸となっていま
すが、不動産業者や空き家バンクの取り扱いは 30 戸ほど（2022 年時点）で、
市場に流通している空き家は全体のごく一部であるのが現状です。このよ
うに、空き家の利活用は地域とって喫緊の課題となっています。また、竹
田市への移住者の数は少なくなく移住先として人気があることから、空き
家の積極的な利活用は移住希望者を一層増加させる点においても重要であ
るといえます。
　一般的に、空き家が利活用されるためには、空き家のオーナーに賃貸・
売買する明確な意思があり、その空き家が空き家バンクや不動産業者を通
して市場に出ていることが前提条件となります。しかし、家財道具の処理
が進まない等の理由で市場に出ない空き家が多く存在します。このような
まだ市場に出ていない空き家や、空き家になる一歩手前の住宅に関する情
報を共有し議論の対象にすることが、空き家の利活用、そして竹田市への
移住者の増加につながる可能性があります。

  目的
　本事業では、竹田市の空き家に関する情報を、市場に出ていない空き家
を含めて収集・整理・視覚化し、地区の模型上にプロジェクターで投影（プ
ロジェクションマッピング）することで、地域の方々と共有することを目
指します。空き家に関する情報交換が活発化し、これまで顕在化していな
かった空き家の需要と供給の掘り起こしになると同時に、地域全体の空き
家対策への意識向上も期待され、空き家増加の課題に対して有効に働くと
考えられます。

  第 1 回ワークショップ
【日時】 令和 5 年 12 月 18 日（月）16:30 ～ 17:30
【場所】 竹田市城下町交流プラザ
【参加者】 竹田市居住支援協議会 関係者 11 名
【概要】 空き家の発生状況について議論するとともに、模型や投影デー 

 タの改善点等に関してアドバイスをいただいた

【得られた意見（抜粋）】

  第 2 回ワークショップ
【日時】 令和 6 年 1 月 19 日（金）

 15:00 ～ 17:30 
【場所】 竹田市城下町交流プラザ
【参加者】 竹田地区自治会長 15 名、

 竹田市居住支援協議会
 関係者 11 名、計 26 名

【概要】 空き家の発生状況について様々なご意見をいただいた
 空き家情報の今後の活用方法についても議論することができた

【得られた意見（抜粋）】

  成果・課題
　本事業を通して、竹田市居住支援協議会関係者および自治会長の方々と、
空き家の現状を共有することができ、空き家利活用への機運醸成に貢献で
きたと考えられる。また、今回のデータの一般公開を望む声も聞かれたた
め、地域住民の合意を得ながら、データを活用し、まだ市場に出ていない
空き家へのアプローチを実際に進めていくことが今後の課題である。

  体制
【指導者】

　日本文理大学 工学部 建築学科・助教・福田 健
　日本文理大学 工学部 建築学科・教授・近藤 正一
　日本文理大学 工学部 建築学科・助教・石井 翔大
　大分大学 理工学部 理工学科 建築学プログラム・准教授・柴田 建

【連携先】
　竹田市居住支援協議会

【活動地域】
　大分県 竹田市 城下町地区および玉来地区

【参加学生】
　5 名（修士 2 年：1 名、学部 3 年：4 名）

  スケジュール
R5.10 ～ 
　　　　

R5.12.2 　

R5.12.18

R6.1.19

模型および模型投影データの制作
開始

学生による現地視察
・城下町地区を中心に、町並みや
　空き家の利活用事例を見学

模型を用いた空き家情報共有
ワークショップ（第 1 回）

第 1 回の結果を踏まえ、模型や
投影データを改善

模型を用いた空き家情報共有
ワークショップ（第 2 回）  ▲ 現地視察

 ▲ 模型の制作風景

ハザードマップを模型に投影して
はどうか

山間部はリスクはあるが、環境が
良いので住みたいと思う人もいる

立地 災害

人流
その他

その他

歴史

空き家の発生は、駐車場
が近くにないことが関係
しているのでは

立地

維持管理

移住者

若い人たちは車が必要なので、
駐車場がないというのは問題

空き家データの公開
外部の方に公開することで、
利活用が進むのではないか

移住希望者が、空き家の
劣化度により市から補助
金が出る仕組みはどうか

移住者は大歓迎。
まずは数人から
を目標にしたい。

図書館などがあるの
で、中心部より東の
方も人が多少流れる

病院や学校、商店などを地図に
重ねると面白いのでは

人口推移のデータ等から、5 年後、10 年
後の空き家の数を推定することは可能か

空き家の情報を引き出す方法を
考えなければならない

中心部はリノベー
ション等で活用され
ており劣化度が低い

身分の高い人は高い位置
に住んでいた

中心部に商業地ができ、
駅の方に広がっていった

勾配が急なところに
空き家が多い

利便性が空き家の立地と
関係がありそう

空き家の問題について
地域で話し合うことは
あまりない

人が住まないと劣化が
進むので、暫定的でも
利活用を促進したい

親世代が亡くなって、
子世代が所有している
ことが多い

空き家を買いたい人はいるが、
空き家を手放さないため買えない

家主の手入れが行き届
かず道路などにはみ出
た場合は、自治会長が
手入れをしている

 ▲ 高低差を 3D プリントで確認

第 1 回ワークショップの様子 空き家情報をプロジェクターで投影

第 2 回ワークショップの様子

No.7

2023年度実践型地域課題解決事業

プロジェクションマッピングを用いた空き家情報共有ツールの制作
日本文理大学／工学部　助教　福田　健

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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No.8

2023年度実践型地域課題解決事業

杵築城下町 夜間景観向上ワークショップ
日本文理大学／工学部　准教授　江越　充

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

プロジェクションマッピングを用いた空き家情報共有ツールの制作

  背景
　現在、竹田市の人口はおよそ 2 万人ですが、2045 年には半数近くまで
減少すると予測されており、今後空き家が増加すると考えられます。2013
年に竹田市が実施した調査では、市内の空き家総数は 442 戸となっていま
すが、不動産業者や空き家バンクの取り扱いは 30 戸ほど（2022 年時点）で、
市場に流通している空き家は全体のごく一部であるのが現状です。このよ
うに、空き家の利活用は地域とって喫緊の課題となっています。また、竹
田市への移住者の数は少なくなく移住先として人気があることから、空き
家の積極的な利活用は移住希望者を一層増加させる点においても重要であ
るといえます。
　一般的に、空き家が利活用されるためには、空き家のオーナーに賃貸・
売買する明確な意思があり、その空き家が空き家バンクや不動産業者を通
して市場に出ていることが前提条件となります。しかし、家財道具の処理
が進まない等の理由で市場に出ない空き家が多く存在します。このような
まだ市場に出ていない空き家や、空き家になる一歩手前の住宅に関する情
報を共有し議論の対象にすることが、空き家の利活用、そして竹田市への
移住者の増加につながる可能性があります。

  目的
　本事業では、竹田市の空き家に関する情報を、市場に出ていない空き家
を含めて収集・整理・視覚化し、地区の模型上にプロジェクターで投影（プ
ロジェクションマッピング）することで、地域の方々と共有することを目
指します。空き家に関する情報交換が活発化し、これまで顕在化していな
かった空き家の需要と供給の掘り起こしになると同時に、地域全体の空き
家対策への意識向上も期待され、空き家増加の課題に対して有効に働くと
考えられます。

  第 1 回ワークショップ
【日時】 令和 5 年 12 月 18 日（月）16:30 ～ 17:30
【場所】 竹田市城下町交流プラザ
【参加者】 竹田市居住支援協議会 関係者 11 名
【概要】 空き家の発生状況について議論するとともに、模型や投影デー 

 タの改善点等に関してアドバイスをいただいた

【得られた意見（抜粋）】

  第 2 回ワークショップ
【日時】 令和 6 年 1 月 19 日（金）

 15:00 ～ 17:30 
【場所】 竹田市城下町交流プラザ
【参加者】 竹田地区自治会長 15 名、

 竹田市居住支援協議会
 関係者 11 名、計 26 名

【概要】 空き家の発生状況について様々なご意見をいただいた
 空き家情報の今後の活用方法についても議論することができた

【得られた意見（抜粋）】

  成果・課題
　本事業を通して、竹田市居住支援協議会関係者および自治会長の方々と、
空き家の現状を共有することができ、空き家利活用への機運醸成に貢献で
きたと考えられる。また、今回のデータの一般公開を望む声も聞かれたた
め、地域住民の合意を得ながら、データを活用し、まだ市場に出ていない
空き家へのアプローチを実際に進めていくことが今後の課題である。

  体制
【指導者】

　日本文理大学 工学部 建築学科・助教・福田 健
　日本文理大学 工学部 建築学科・教授・近藤 正一
　日本文理大学 工学部 建築学科・助教・石井 翔大
　大分大学 理工学部 理工学科 建築学プログラム・准教授・柴田 建

【連携先】
　竹田市居住支援協議会

【活動地域】
　大分県 竹田市 城下町地区および玉来地区

【参加学生】
　5 名（修士 2 年：1 名、学部 3 年：4 名）

  スケジュール
R5.10 ～ 
　　　　

R5.12.2 　

R5.12.18

R6.1.19

模型および模型投影データの制作
開始

学生による現地視察
・城下町地区を中心に、町並みや
　空き家の利活用事例を見学

模型を用いた空き家情報共有
ワークショップ（第 1 回）

第 1 回の結果を踏まえ、模型や
投影データを改善

模型を用いた空き家情報共有
ワークショップ（第 2 回）  ▲ 現地視察

 ▲ 模型の制作風景

ハザードマップを模型に投影して
はどうか

山間部はリスクはあるが、環境が
良いので住みたいと思う人もいる

立地 災害

人流
その他

その他

歴史

空き家の発生は、駐車場
が近くにないことが関係
しているのでは

立地

維持管理

移住者

若い人たちは車が必要なので、
駐車場がないというのは問題

空き家データの公開
外部の方に公開することで、
利活用が進むのではないか

移住希望者が、空き家の
劣化度により市から補助
金が出る仕組みはどうか

移住者は大歓迎。
まずは数人から
を目標にしたい。

図書館などがあるの
で、中心部より東の
方も人が多少流れる

病院や学校、商店などを地図に
重ねると面白いのでは

人口推移のデータ等から、5 年後、10 年
後の空き家の数を推定することは可能か

空き家の情報を引き出す方法を
考えなければならない

中心部はリノベー
ション等で活用され
ており劣化度が低い

身分の高い人は高い位置
に住んでいた

中心部に商業地ができ、
駅の方に広がっていった

勾配が急なところに
空き家が多い

利便性が空き家の立地と
関係がありそう

空き家の問題について
地域で話し合うことは
あまりない

人が住まないと劣化が
進むので、暫定的でも
利活用を促進したい

親世代が亡くなって、
子世代が所有している
ことが多い

空き家を買いたい人はいるが、
空き家を手放さないため買えない

家主の手入れが行き届
かず道路などにはみ出
た場合は、自治会長が
手入れをしている

 ▲ 高低差を 3D プリントで確認

第 1 回ワークショップの様子 空き家情報をプロジェクターで投影

第 2 回ワークショップの様子

No.7

2023年度実践型地域課題解決事業

プロジェクションマッピングを用いた空き家情報共有ツールの制作
日本文理大学／工学部　助教　福田　健

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

玖珠町デスティネーションキャンペーンに向けた
地域イベントへの展示協力
日本文理大学／工学部　教授　稲川　直裕
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No.10

2023年度実践型地域課題解決事業

福祉活動促進のための福祉映像祭及び交流会実施プロジェクト
日本文理大学／工学部　教授　小島　康史

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

玖珠町デスティネーションキャンペーンに向けた
地域イベントへの展示協力
日本文理大学／工学部　教授　稲川　直裕

⃣
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Google Map 

3D Tinker CAD

3D DesignSpark Mechanical
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3D Cloud Compare

G
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2023年度実践型地域課題解決事業

規格外果実利用促進のための果実酢の機能性の検討
別府大学／食物栄養科学部　教授　陶山　明子

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

No.12
Z世代向けのタイパ計画アプリを活用した地域活性化観光プロジェクト
～「ターミナル」を拠点とした福岡・大分DCや大阪・関西万博に向けて～
別府大学／国際経営学部　講師　小野　貴史

2023年度実践型地域課題解決事業

規格外果実利用促進のための果実酢の機能性の検討
別府大学／食物栄養科学部　教授　陶山　明子

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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No.13

2023年度実践型地域課題解決事業

エシカル消費の普及による地産地消型消費モデルの構築
別府大学／食物栄養科学部　講師　大坪　史人

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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No.14

2023年度実践型地域課題解決事業

海上交通の維持に向けた観光視点の魅力発信
別府大学／食物栄養科学部　講師　大坪　史人

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます











(2) 

(3) 
(20 30 )

(1) PBL




(4) 
< >

< >

9
9

•

•

•

•

•











(2) 

APU NBU PBL

(5) 

(1)

(3) 

(4) PBL

•

•






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2023年度実践型地域課題解決事業

エシカル消費の普及による地産地消型消費モデルの構築
別府大学／食物栄養科学部　講師　大坪　史人

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

亀川商店街再活性化計画策定事業（III）
立命館アジア太平洋大学／サステイナビリティ観光学部　教授　須藤　智徳

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

No.15

亀川商店街再活性化計画策定事業III
立命館アジア太平洋大学サステイナビリティ観光学部 須藤智徳
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No.16

2023年度実践型地域課題解決事業

オリーブオイル生産過程での搾油粕及び不良果実の有効活用
別府溝部学園短期大学／食物栄養学科　教授　牧　昌生

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

亀川商店街再活性化計画策定事業（III）
立命館アジア太平洋大学／サステイナビリティ観光学部　教授　須藤　智徳

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます

No.17
大分県特産カボスのSDGsを考える　
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～
別府溝部学園短期大学／食物栄養学科　教授　望月　美左子

別府溝部学園短期大学
食物栄養学科２年 佐藤峻多・若林絵里
指導教員 教授 望月美左子

1/10

背景
カボスの収穫量
大分県 5800ｔ
全 国 5859ｔ

全国で1位

果汁量30％とすると
約4060ｔの絞った後
の大量な果皮は肥料
や廃棄されるだけ

カボスの旬以外の
時期にも一年中通
してカボスを常備
できると良い

解決に向けた実施事項
大分県のカボスを1年間を通してもっと身近で利用可能なものにすることを目
標に粉末カボスの利用法とレシピを考える。

解決に向けた実施事項 実施時期
１ 粉末カボスと果皮成分の味覚実験と

文献調査
４月

２ 粉末カボスの製造工場訪問 ５月
３ 粉末カボスのレシピ考案 ５月～７月
４ 亀川祭りで焼き菓子を出品 ８月
５ 農林水産祭へ加工食品を出品 10月
６ MIZOBE食のフェスタでドリンクを提

供
11月

亀川祭り出店 カボスコーン
粉末カボスレシピ考案

カボピス

カボスナッツ大分農林水産祭出店 MIZOBE食フェスタ キッチンカーで
カボピス 提供

考察及び今後の課題
粉末カボスの活用と可能性を考え、レシピ作成、食品表示、パッケージ、
チラシ等検討をし、イベントへの出品をした。
この活動により、地域資源の有効活用、新商品開発の見通しがたった。
今後、カボス粉末の活用が増加すれば食品廃棄物の削減につながる貢献ができる。

アンケート調査より
・旬以外にも、カボスの需要があることがわかった
・カボスの苦味は調合と商品次第で、受け入れられ一般商品化としての
可能性を見出した

協力企業等
大分県農林水産部おおいたブランド推進課
㈱村ネットワーク
フーズテクニカルサービス

大分県特産カボスのSDGｓを考える
～旬以外も手軽にカボス風味を
味わえる粉末カボスの活用法～

大量な果皮とC級品を活用できないか
問題点 R５の実施内容

１ カボス果皮特有の苦み カボス成分の調査

２ 季節限定の商品 粉末カボスの活用可能性の調査
粉末
カボス

カボス
果汁

エネルギー Kcal 393 36
タンパク質 g 6.0 0.4
脂質 g 4.5 0.1

炭水化物 g 82.1 8.5
水分 g 3.7 90.7
灰分 g 3.7 0.3

ナトリウム ｍg 4.6 1.0
食塩相当量 g 0.01 0

粉末カボス︓
香りは最高なのに、
苦味は強烈 リモノイド（不溶性）

　　　20  21　　　



2023年度  地域の課題解決事業成果報告会
オンデマンドでの開催

　「おおいた地域連携プラットフォーム」を通じて取り組んだ「大分県と県内高等教育機関の

連携による地域課題解決事業（3件）」 「実践型地域活動事業（14件）」の2023年度の取組を、

WEB上でのオンデマンド配信の形で公開しています。

　配信開始後から非常に多くの方にご視聴いただき、好評な声が多く聞かれました。　　

　報告会で発表した皆さん、視聴いただいた皆さん、ご協力ありがとうございました。

視聴は
こちらから！

事業
番号

①

事業
番号

②

事業
番号

③

事業
番号

④

事業
番号

⑤

事業
番号

⑥

事業
番号

⑦

事業
番号

⑧

事業
番号

⑨

事業
番号

⑩

事業
番号

⑪

事業
番号

⑫

事業
番号

⑬

事業
番号

⑭

事業
番号

⑮

事業
番号

⑯

事業
番号

⑰

「実践型地域活動事業」の審査について
　「実践型地域活動事業」の 14 事業の本報告会の発表については、おおいた地域連携プラットフォーム

「実践型地域活動事業ワーキンググループ」構成員および各市町村職員により、「学生の取り組み内容」
「プレゼンテーション力」「地域の課題解決に向けた成果」の 3 つの観点から審査がおこなわれました。
審査の結果、以下の事業が上位入賞を果たしました。

順位 事　　業　　名 担　当　教　員 掲載頁

オリーブオイル生産過程での搾油粕及び
不良果実の有効活用

福祉活動促進のための福祉映像祭及び
交流会実施プロジェクト

大分県特産カボスの SDGs を考える　
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～

別府溝部学園短期大学食物栄養学科　牧 昌生 教授

別府溝部学園短期大学食物栄養学科　望月 美左子 教授

日本文理大学工学部　小島 康史 教授

19

20

13

2023年度実践型地域課題解決事業

事業の様子の動画をページ上部のQRコードからご覧になれます
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大分県特産カボスのSDGsを考える　
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～
別府溝部学園短期大学／食物栄養学科　教授　望月　美左子

別府溝部学園短期大学
食物栄養学科２年 佐藤峻多・若林絵里
指導教員 教授 望月美左子

1/10

背景
カボスの収穫量
大分県 5800ｔ
全 国 5859ｔ

全国で1位

果汁量30％とすると
約4060ｔの絞った後
の大量な果皮は肥料
や廃棄されるだけ

カボスの旬以外の
時期にも一年中通
してカボスを常備
できると良い

解決に向けた実施事項
大分県のカボスを1年間を通してもっと身近で利用可能なものにすることを目
標に粉末カボスの利用法とレシピを考える。

解決に向けた実施事項 実施時期
１ 粉末カボスと果皮成分の味覚実験と

文献調査
４月

２ 粉末カボスの製造工場訪問 ５月
３ 粉末カボスのレシピ考案 ５月～７月
４ 亀川祭りで焼き菓子を出品 ８月
５ 農林水産祭へ加工食品を出品 10月
６ MIZOBE食のフェスタでドリンクを提

供
11月

亀川祭り出店 カボスコーン
粉末カボスレシピ考案

カボピス

カボスナッツ大分農林水産祭出店 MIZOBE食フェスタ キッチンカーで
カボピス 提供

考察及び今後の課題
粉末カボスの活用と可能性を考え、レシピ作成、食品表示、パッケージ、
チラシ等検討をし、イベントへの出品をした。
この活動により、地域資源の有効活用、新商品開発の見通しがたった。
今後、カボス粉末の活用が増加すれば食品廃棄物の削減につながる貢献ができる。

アンケート調査より
・旬以外にも、カボスの需要があることがわかった
・カボスの苦味は調合と商品次第で、受け入れられ一般商品化としての
可能性を見出した

協力企業等
大分県農林水産部おおいたブランド推進課
㈱村ネットワーク
フーズテクニカルサービス

大分県特産カボスのSDGｓを考える
～旬以外も手軽にカボス風味を
味わえる粉末カボスの活用法～

大量な果皮とC級品を活用できないか
問題点 R５の実施内容

１ カボス果皮特有の苦み カボス成分の調査

２ 季節限定の商品 粉末カボスの活用可能性の調査
粉末
カボス

カボス
果汁

エネルギー Kcal 393 36
タンパク質 g 6.0 0.4
脂質 g 4.5 0.1
炭水化物 g 82.1 8.5
水分 g 3.7 90.7
灰分 g 3.7 0.3

ナトリウム ｍg 4.6 1.0
食塩相当量 g 0.01 0

粉末カボス︓
香りは最高なのに、
苦味は強烈 リモノイド（不溶性）
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実践型地域活動事業　　 参加学生等アンケート
集　計　　 結　果大分観光バーチャル体験プロジェクト2023

Q. 出身地はどこですか？

●オーバーツーリズムとなっている観光地の人々を各地へと分散さ
せることができるような取り組みであった。
●複数の市町村の方々と交流することができ、知見を広めることが
出来た。
●大分県内の隠れた観光スポットを知るとともに、課題を見つける
ことが出来た。

理系女子のためのワークショップ講習開発プロジェクト

●普段の大学の授業では得られない学びがあった。
●期間を２年間など長くして活動が単発ではなく継続的なもので
やってみたい。
●自主的に活動を企画運営することでそれぞれが自信を持ったよ
うに思う。また、役割分担や協力、助け合いをする中でプロジェク
トがすすみ責任感やリーダーシップが身についた学生が多く、そ
れなりに成果がみられた。

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロジェクト
～ 学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践 ～

●若者目線で今までにない商品だと言われた商品を提案すること
ができたため、何かしら新しい風を吹かせることができたことが
貢献できたと感じた。
●地域の持つ課題に対して、現状を知ることで私の知らない地域の
一面を見ることが出来たと思います。また、解決案を仲間と考え
てプレゼンするという一連の流れを経験することが出来たのは
非常に良い財産になりました。
●自分たちが良いと感じたものでも、相手方のメリットなども考慮し
なければならないので、そこをどう折り合いをつけて、最大限に魅
力的なものにできるかを考えることが難しかったです。就職した
際に役立つようなスキルが身についたと感じます。

エシカル消費の普及による地産地消型消費モデルの構築

●のどかな山に入り、鳥の声を聞ききながらみなさんと交流し、穏
やかな時間を過ごして、こころが洗われた。地域や自分と向き合う
時間を過ごすことができました。
●今までフワッとしか考えていなかった物事をしっかり学問として
とらえることが出来た。
●地域の課題や今まで知らなかった問題について知り、他大学と発
表し合うことでさらに現状への理解を深めることができたと感じ
た。

海上交通の維持に向けた観光視点の魅力発信

●文化や地域の強みをより深く知ることができ、どのような課題が
あるのかを考えることが出来た。
●他大学や他学部、地域の人との交流で新たな発見を沢山得ること
が出来た。
●こういった事業に取り組んだ又は関わったことが無かったのでこ
れをきっかけに、見聞を広めようと思った。

亀川商店街再活性化計画策定事業（III）

●地域の課題を見つける方法を知れたと共に、どう課題を解決でき
るかなどを共に考え実施する練習をできた。
●フィールドワークが多かったことで、実際に課題を分析でき、それ
に伴った解決案を提示することができた。
●本授業を通して、起業に関する学びや課題活性化のために必要な
こと、これから活かせることを学ぶことが出来たので良かったで
す。

プロジェクションマッピングを用いた空き家
情報共有ツールの制作

●課題の発見力と解決力を磨くことができた。
●地域の方とお話をしながら地域の課題について向き合うことで
新たな発見が多くあったのでとても貴重な経験になりました。ま
た、簡単に解決することができない課題がほとんどなので地域の
方や行政の方、地域外の大学生など様々な人が関わることで解決
に向かうと思いました。
●実際に地域の方と接することで、データでしか見えなかったもの
以外のことにも気づくことができたため、卒業研究に向けて良い
経験になったと思います。

杵築城下町 夜間景観向上ワークショップ

●祭り前と祭り開催中ではまちの明るさが全く違うことを感じた。
また、地域の人から「今年もやってくれてるんだね」と言った言葉
をかけていただき、街だけでなく地域に住む人々に対しても活性
化に貢献できたのではないかと感じた。
●今までは参加する側だったが、作る側、盛り上げる側として新しい
視点を持つことができた。
●以前はあまりに街路照明を気にして歩いたりしていなかったがこ
の活動をしている内に街路照明を気にして歩くようになり、自分
自身の成長に繋がった。

玖珠町デスティネーションキャンペーンに向けた
地域イベントへの展示協力

●自分の関わる事業で来場者が喜ぶ姿を実際に目にし、また来たい
という声をいただけた。
●豊後森の地域特性として鉄道が関わっていて、そのような特徴を
基にした鉄道関連の行事を進めるのに役立つことで、鉄道好きの
全国、県内の客に失望させないように努力した部分において、そ
の地域の特徴化を通じて鉄道マニアの訪問を図るのに寄与でき
ると考え、達成感があった。
●活動した地域へ向かい、その地域がどんな場所なのか、長く滞在
している人がすくないなど地域の課題を直接知ることができた。

福祉活動促進のための福祉映像祭及び
交流会実施プロジェクト

●普段私たちの身近にあるけれど気づけなかったものに気づくこ
とができた。
●映画祭スタッフとして積極的に参加できたので達成感が味わえた。
●私は自分の好きなものばかりに傾倒していましたがこういった機
会があることで自分に対しての新しい発見や好きなことが増えた
と思いました。

規格外果実利用促進のための果実酢の
機能性の検討

●酢を味や香りを実際に感じることで、どのような用途に用いるこ
とができるかを考えて、その案を伝えることで貢献できると思い
ました。
●今まで知らなかった、たまねぎ酢やびわ酢について知ることがで
きたので、酢の可能性を感じることができたと感じた。
●実践型地域活動事業について理解することができました。

Z世代向けのタイパ計画アプリを活用した地域活性化観光プロジェクト
～「ターミナル」を拠点とした福岡・大分DCや大阪・関西万博に向けて～

●自分たちの目で見に行くことでそこでしか感じられないものや、
説明のおかげでより詳しくいろんな人に思いを伝え、地域の発展
を促す広告が作れたと思っています。
●事業に参加したことで新たに見えてきた地域の魅力に沢山気づ
けた。
●あまり知られてない地域の魅力を実際に行くことで楽しく見つけ
ることができ、またその伝え方を考える機会にもなり、充実した
活動だった。

オリーブオイル生産過程での搾油粕及び
不良果実の有効活用

●オリーブに関する職に知識が広まった。
●地域課題の現状を知れたことが満足だった。
●オリーブ農園でオリーブの摘み取りを体験し、課題について知る
ことができた。

大分県特産カボスのSDGsを考える
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～

●様々な地域課題解決のために非常に効果のある活動を行えたと
思う。
●地域の人に販売したり、食材を収獲したり、別府の地域の人と話
ができ、たのしかった。
●カボスの苦みや酸味を活かした美味しい料理ができた。カボスの
魅力を知る良い機会になった。

Q. 地域への理解は深まりましたか？

Q. どのような目的（動機）で参加しましたか？

プログラム
に興味が
あった
46.7%

地域貢献に
興味があった
43.5%

その他
9.8%

大分市
27.8%

大分県内
（大分市以外）
29.8%

大分県外
42.3%

Q. 事業に参加しての満足度は？

どちらかといえば
満足していない

2.4%

満足していない
0.4%

満足
66.1%

どちらかと
いえば満足
31.0%

どちらかといえば
深まらなかった

1.6%

深まらなかった
0.0%

深まった
59.5%

どちらかと
いえば
深まった
38.9%
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実践型地域活動事業　　 参加学生等アンケート
集　計　　 結　果大分観光バーチャル体験プロジェクト2023
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てプレゼンするという一連の流れを経験することが出来たのは
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●文化や地域の強みをより深く知ることができ、どのような課題が
あるのかを考えることが出来た。
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が出来た。
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●事業に参加したことで新たに見えてきた地域の魅力に沢山気づ
けた。
●あまり知られてない地域の魅力を実際に行くことで楽しく見つけ
ることができ、またその伝え方を考える機会にもなり、充実した
活動だった。

オリーブオイル生産過程での搾油粕及び
不良果実の有効活用

●オリーブに関する職に知識が広まった。
●地域課題の現状を知れたことが満足だった。
●オリーブ農園でオリーブの摘み取りを体験し、課題について知る
ことができた。

大分県特産カボスのSDGsを考える
～旬以外も手軽にカボス風味を味わえる粉末カボスの活用法～

●様々な地域課題解決のために非常に効果のある活動を行えたと
思う。
●地域の人に販売したり、食材を収獲したり、別府の地域の人と話
ができ、たのしかった。
●カボスの苦みや酸味を活かした美味しい料理ができた。カボスの
魅力を知る良い機会になった。
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実践型地域活動事業のひとこま
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